
「持続可能な未来の共創めざして」

２Rと質の高いリサイクル＆地域循環圏に向けた
連携の可能性～市民・NGOの視点から

崎田裕子

ジャーナリスト・環境カウンセラー

NPO法人 持続可能な社会をつくる元気ネット 理事長

アジア３R推進市民ネットワーク 共同代表

■2016.09.14 「第三次循環基本計画 第3回点検ヒアリング」
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＜理念＞くらし・地域の環境負荷に 市民・NGOとして責任を持ち
持続可能な社会づくりに貢献したい

＜具体化のポイント＞ 多様な主体の「連携」で「共創」する

くらしの
ごみとCO2

くらしの
化学物質

福島の放射
性物質汚染

市民・企業・行政との
パートナーシップで実施

全国各地で

学び合う場づくり

高レベル
放射性廃棄物

３Rめざすマルチステークホル
ダー会議（企業・行政と連携）

アジア３R 推進市民
ネットワーク（環境省と連携）

これまでの取り組み

「環境回復
勉強会」

専門家・

ＮＧＯ・行政

の情報共有

「高レベル放射性廃棄物
の地層処分」に関する
地域ワークショップ
（資源エネ庁事業）

2016 YUKO SAKITA 2
2016 YUKO SAKITA ＆ NPO GENKI NET for Creating a Sustainable Society



3

■地域の環境活動リーダーと
共に学び合う全国ﾈｯﾄﾜｰｸ

NPO法人持続可能な社会をつくる元気ネットとは

1996年からごみ問題解決へパートナーシップを育み
2001年以降全国の個性ある地域環境活動を応援する
「市民がつくる環境のまち“元気大賞”」表彰事業実施

2001年～12年間実施
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マルチステークホルダー会議 （2013～2015）
「連携」で「共創」する循環型社会高度化に向けて

～地球環境基金助成事業として実施～

ＥＵの循環政策視察と

「個別リサイクル制度見直しに
向けたマルチステークホルダー
会議」開催と政策提案

（容器包装・食品・家電・自動車）
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目的：

世界の天然資源需給逼迫や、東日本大震災

を契機とした資源・エネルギー自立型地域

づくりの潮流など、日本がめざす循環型社

会の姿は新たな段階に入っている。

持続可能な社会実現に向け、資源や地域性

に応じた地域循環圏づくりと各個別リサイ

クル制度見直しの熟議の場として、自治体・

リサイクル事業者・小売店・メーカー・専

門家・消費者・ＮＰＯ等（省庁はオブザー

バー参加）を交えて実施。

個別テーマ：PETボトルの店頭回収・

食品ロス削減・環境配慮商品と消費行動・

アンケート報告等
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2020年とその先を見すえ、 「連携」して歩みたい

「地域循環共生圏」への道 （2014～）

2020年とその先を見すえ、 「連携」して歩みたい

「地域循環共生圏」への道 （2014～）

ロンドン五輪の持続可能性対策 視察ふまえ

「みんなで創るオリンピック・パラリンピック」環境新聞社
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新聞

34.7%

チラシ

18.6%

雑誌

15.8%

段ボール

8.4%

紙パック

1.6%

雑がみ・その

他

19.0%

禁忌品

1.6%
ｱﾙﾐ付紙ﾊﾟｯｸ

0.4%

品目別重量

雑がみ回収社会実験ふまえた情報提供（2013～）
家庭から排出される古紙量調査２３世帯で１か月間計測(2013.10)

雑がみは紙の １９％も
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新聞 チラシ 雑誌 段ボール 紙パック 雑がみ・その他 禁忌品 ｱﾙﾐ付紙ﾊﾟｯｸ

１世帯１ヵ月当り古紙量単位：ｇ

1人/世帯 2人/世帯 3人/世帯 4人/世帯
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半数の世帯が1か月20～30kg排出
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地域に根ざした情報発信の担い手づくり （2013～）
「さぁ！楽しく実践してみましょう」

クイズで楽しくリ
サイクルを学ぶ

7

2013年11月のセミ
ナー会場でミニ講
座をご覧になった
方からのご依頼で
、東村山市で３Ｒ講
座が実現。地域の

方々対象に、クイ
ズ、寸劇、ゲームで
楽しく！市長さん、
市職員の方も出席
。

情報のつなぎ手として、事業者と連携して３R市民リーダー事業を実施。
地域の環境イベント・自治体の３Ｒ講座・エコプロダクツ展・
環境学習センター・自治会の会合等で出前講座を実施

http://www.genki-net.jp/

出前講座の動画あり
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持続可能な循環型社会に向けて
見えてきた課題

写真：UNEP 国連環境計画「資源効率性」HPより2016 YUKO SAKITA 8

①「認知」と「行動」の大きなギャップを埋める
②２R（リテュース・リユース）の社会システム化
③質の高いリサイクルの定着
④的確な情報が社会に届いていない
⑤東京２０２０のレガシーは「もったいない」の徹底
⑥温暖化対策・自然共生と連携した地域循環圏
⑦アジアのNGOとの経験交流
おわりに～社会状況の変化への対応



環境に関心がある人は
９４％もいるけれど

環境にやさしい製品の購入を
実行している人は１６．７％だけ

★「認知」と「行動」のギャップは大きい。
ただし、「環境のためにライフスタイルを変えたくない」人は、たった３．４％。
思い切った対策や社会システムがあれば、国民の環境行動」は定着する！

①「認知」と「行動」の大きなギャップを埋める
「環境配慮商品と消費行動の調査 結果」

元気ネット実施 2014年10～12月全国466人対象
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②２R（リデュース・リユース）の社会システム化

レジ袋削減、リユース容器・食器、食品ロス削減等の定着

・レジ袋の無料配布禁止など、資源を大切にする販売の

定着に向けて、制度化の検討

公共施設を使用するイベント・店舗等で、使い捨て容器
は使わないことを条例化するなど、制度化の検討

飲料、酒類などの地域循環リユースびんの活用

食品ロス削減の目標、及び協力店舗登録制度など、
各自治体の取組の共有。

３R行動見える化ツールなど、事業者・自治体・NGOの取
組成果の見える化・定量化の推進。情報発信への活用

・家庭ごみ有料化など、住民がごみ減量・発生抑制に取り
組むきっかけとなる制度導入を徹底
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③質の高いリサイクルの定着

資源回収率アップなどすべての資源の効率的活用を社会で実現

自治体回収だけでなく、店頭回収・集団回収など多様な選択肢確保

家電リサイクル法の義務外品の回収の徹底

有害物、化学品、水銀、薬品の回収・再資源化・処理の仕組みづくり

プラなど同一素材の製品・容器包装等の同時回収・再資源化

リサイクル料金の支払い段階など、各種リサイクル法の総合的な
分かりやすさに向けて、見直し方針を明確化

連携による効果的仕組みを検討する、多様な主体の協議会づくり
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④ごみ減量へ的確な情報が社会に届いていない
最終処分場残余の減少、清掃工場建て替え等方針づくりの重要な時期

循環の環を的確につなぎ、ごみ減量を実現するために、技術革新など
情報の更新が必要

例えば雑紙の資源化可能なものは増えているが、回収が進まない

食品リサイクルを活用した肉や野菜が身近に戻っても、気づかない

・リサイクル資源活用の表示の徹底

３R市民リーダーなど、自治体・企業・NGOの連携した人材育成
NGOなど３R普及に取り組む団体の、次世代育成は喫緊の課題
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相模原市にて
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⑤東京２０２０のレガシーは「もったいない」徹底に期待

2020年は持続可能性を重視した大規模イベント。
世界が注目するショーケースに

競技施設、選手村等の建設資材の調達から、

使用後のリユース・リサイクル市場での管理徹底

・大会運営の準備・実施・片付け段階の３R

携帯や小型家電の回収資源でメダルを作る提案

リユース食器活用でごみを出さない運営提案も

2050年以降の埋め立てごみゼロ社会に向けて
分別・表示の統一と社会への定着

若年からシニアまで、ボランティアの活用

事前研修の広がりによる、３Rの一層の定着。
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ロンドン2012の会場
客席を一部撤去し
近隣の橋脚に活用

ロンドン2012の際の
分別ボックス
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⑥温暖化対策・自然共生と連携した地域循環圏

地域の個性を活かした循環の環をつなぎ、
個性あるまちづくりを

・身近な循環の環をつなぎ、雇用や地域産品
作りで、活力ある地域へ

バイオマス（間伐材・下水汚泥等）、焼却熱
など、熱とエネルギーを徹底活用し、エネル
ギー自立型地域づくり

森林管理の徹底で、CO2吸収源の確保

・小さな環から大きな環に広がる地域循環圏

・小さな３R行動の資源＆CO2削減効果を、
まとめて見える化する 「３R行動見える化
ツール」の活用

・対流・交流による活力の広がり
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資料：国土交通省 国土形成計画案より

資料：環境省 ３R行動見える化ツールより



⑦アジアのNGOとの経験交流（アジア３R推進市民フォーラム）

⑦

2009年、３R実践や普及に関し全国規模のネット
ワークをもつ日本の約２０NGOが呼びかけ合い、
東京で「アジア３R推進市民フォーラム」を開催。
その後、開催国NGOを中心に経験交流を拡大

環境省と国連機関が呼びかけた政府間会合、

「アジア3R推進フォーラム」サイドイベントとして開催
（菜の花ネットワーク・持続可能な社会を作る
元気ネット・富士山クラブ・中部リサイクル運動
市民の会・循環生活研究所）等

国内の３R活動NGOのネットワークづくり
アジア各国の環境NGOとの経験交流
（堆肥化・３R学習・バイオマス循環・地域づくり）等
国内・アジア含めNGO・自治体・事業者の連携

最大の課題は継続的活動の財源基盤の構築
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おわりに
今後の循環型社会のあり方を考える際、各主体の連携する「共創」
のプラットフォームづくりを重視し、社会状況の変化と、アジアなど
世界への広がりを視野に入れ、持続可能な未来をめざしたい

環境

社
会

文化

経
済

少子化・
異次元の高齢化
2025年に高齢者

30％。50年に40％

都市集中・
地域過疎化・
技術の継承

伝統文化への敬意・
国際的な
持続可能性

地球温暖化・エネルギー・循環型社会・生物多様性
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